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新しい癌抑制因子の発見について

第27回日本分子生物学会年会で発表した内容に加え、第94回日本病理学会総会において、新しい癌の臨床的予後評価方法とその分子生物学的意義について発表します。なお、前立腺癌で発見された遺伝子異常に関する報告はアメリカの科学雑誌「ネーチャー・ジェネティックス4月号」に掲載されました。

記

１　研究概要

私たちがクローニングしたDNA結合タンパク質(ATBF1)は、細胞質と核を移動することで細胞特性を激変させるスイッチとして機能することが明らかとなった。この単純なスイッチ機構は癌の特性まで決定できることが予測される。これまで原因遺伝子が同定できない様々なヒト癌に共通して16番染色体に異常が頻発することが知られていた。私たちはこの遺伝子座領域にATBF1が存在することに着眼して前立腺癌の詳細な遺伝子解析を進め、ATBF1の機能異常が癌の細胞増殖制御を欠如させる直接的原因となっていることを発見した。ATBF1は胃癌、乳癌、膀胱癌などに共通して極めて感度の高い臨床的予後決定因子であり、新しいがん抑制因子であることが証明された。

２　共同研究者

前立腺癌（Nature Genetics 2005）：Emory大学医学部教授J.-T. Dong
膀胱癌（第94回　日本病理学会総会）：　新潟労災病院病理部長　川口誠（かわぐちまこと）

脳神経生理学：名古屋市立大学医学研究科教授　西野仁雄（にしの　ひとお）

３　コメント

名古屋市立大学名誉教授（前学長）伊東信行（いとう　のぶゆき）

熊本大学大学院　乳腺内分泌外科教授　岩瀬弘敬（いわせ　ひろたか）

４　学会発表日

第94回　日本病理学会総会（横浜）4月15日（金）演題番号　P2-I-113「ホメオティック因子 ATBF1 の核,細胞質での局在差が膀胱癌の悪性度を左右する」川口誠（かわぐちまこと、新潟労災病院病理部長）

第30回　日本研究皮膚科学会（横浜）4月20日（水）演題番号25　「乾癬におけるATBF1発現の解析---新しいSTAT3制御因子についての検討---」森田明理（もりたあきみち、名古屋市立大学医学研究科教授）

５　その他

特定大学技術移転事業で、財団法人名古屋産業研究所（中部TLO） が協力して、ATBF1ゲノム異常を検出できる抗体キットを、名古屋を本社とする㈱医学生物学研究所（MBL）と共同開発している。
